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研究成果の概要 

本研究では、特許文書の文間の参照・被参照関係を、知財的視点からきめ細やかなレベルで

同定するための談話構造解析モデルを実現し、当該発明における技術的範囲を理解・分析する

ための解析基盤を構築することを目的とする。本年度は、特許請求項の構造の深い理解が必要不

可欠である特許請求項の書き換えタスクに着目し、これらのタスクのための評価用データセットの

整備と、自動書き換えモデルを学習・評価を進めた。具体的には、特許庁が公開する過去数十年

分の特許出願情報から、同一出願番号を持つ特許公開公報と特許公報に記載される特許請求項

の差分を取り込むことで、特許が拒絶される請求項を、特許を受けることができるような請求項に書

き換えた事例を大量に収集し、パラレルコーパスとして整備した。次に、大規模言語モデルを用い

て、このような書き換えを自動生成するモデルを学習・評価した。また、構築した書き換えモデルを

強化するために、特許審査官や特許出願者の選好予測モデルに基づいた Kahneman-Tversky 

Optimization の適用を検討した。選好予測モデルの構築においては、類似請求項の検索タスク、

特許の被引用数予測、特許権の存続期間予測など、様々な特許情報処理のタスクの適用を検討

した。 
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